
　

甲
南
大
学
知
能
情
報
学
部
は
知
能
情
報

学
科
１
学
科
か
ら
な
り
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
情
報
技
術
分
野
の
高
度
な
専
門

知
識
と
豊
か
な
人
間
性
を
兼
ね
備
え
た
人

材
の
育
成
を
目
指
す
た
め
、
す
べ
て
の
学

年
で
少
人
数
制
の
演
習
科
目
を
必
修
と
し

て
い
る
。

　

１
年
次
は
、
情
報
科
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、
数
学
の
基
礎
を
い
ず
れ
も
演
習
形

式
で
学
ん
で
い
く
。
例
え
ば
、「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
言
語
の
基
礎
を
習
得
し
、
基
本
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
科
目
だ
。
４

年
生
の
木
下
歩
美
さ
ん
は
、
同
科
目
を
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

人が音を認識する仕組みを解明し、
情報技術に生かす手法を研究
人の耳には、男性と女性が同じ音階で歌っていても、女性の声が高く
聞こえる錯覚現象が起きます。管楽器の音でもその錯覚現象が起きる
のかを、波形を分析しながら研究しています。（木下さん）

台本を自動で生成して、
漫才を実演する
ロボットを開発中
大学が10年前から開発に取り組む「漫
才ロボット」をさらに進化させる研究に
携わっています。漫才ロボットは、医療
や福祉の現場で人に笑いを提供すること
を目的として開発されました。私は、そ
の実証研究に携わるほか、台本自動生成
機能を応用し、チャット形式で漫才を楽
しめるアプリも開発しました。（家根さ
ん）

知能情報学部
知能情報学科４年
家根和希
やね・かずき
兵庫県立赤穂高校卒業。学
会発表で学生奨励賞を受
賞。ＩＴ系企業に就職予定。

知能情報学部
知能情報学科４年
木下歩美
きのした・あゆみ
兵庫県立有馬高校卒業。
IT 系企業に就職予定だが、
教職課程も履修している。

１
年
次
か
ら
演
習
形
式
の

授
業
で
主
体
的
に
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

AI 時代に求められる人材育成を目指し、
知能に関する知識・技能と人間力を育む

甲南大学 知能情報学部
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「
１
ク
ラ
ス
15
人
で
、
先
生
と
の
距
離

が
近
く
、
自
分
で
手
を
動
か
し
な
が
ら
学

べ
る
た
め
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
ま
し
た
」

　

２
年
次
は
、
情
報
通
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
論
な
ど
を
学
ぶ
「
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
人
間
対
象
の
認
知
科

学
な
ど
を
学
ぶ
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
」、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
工

学
な
ど
を
学
ぶ
「
マ
シ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
各
専
門

科
目
の
中
か
ら
、
自
分
の
興
味
に
合
わ
せ

て
履
修
す
る
（
＊
１
）。

　

特
徴
的
な
科
目
は
、
各
コ
ー
ス
に
あ
る

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
だ
。
学
生
は
「
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
・
制
御
実
験
」「
ネ
ッ
ト
店

舗
の
構
築
」「
携
帯
ゲ
ー
ム
の
開
発
」
な

ど
の
テ
ー
マ
か
ら
１
つ
選
び
、
６
人
程
度

の
メ
ン
バ
ー
で
課
題
に
取
り
組
む
。
問
題

分
析
か
ら
、
解
決
策
の
発
見
、
成
果
の
発

表
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、

問
題
解
決
の
流
れ
を
学
ぶ
。
Ｗ
ｅ
ｂ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
科
目
を
中

心
に
履
修
し
て
い
る
４
年
生
の
家や

根ね

和
希

さ
ん
は
、「
携
帯
ゲ
ー
ム
の
開
発
」
に
取

り
組
ん
だ
。

　
「
私
の
チ
ー
ム
は
、
目
標
を
高
く
掲
げ

す
ぎ
て
し
ま
い
、
６
割
程
度
し
か
開
発
が

終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
を
補

佐
す
る
役
割
の
私
が
、
目
標
の
実
現
が
難

し
い
と
思
っ
た
段
階
で
、
計
画
の
修
正
を

助
言
す
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
」

　

低
学
年
次
か
ら
そ
う
し
た
実
践
形
式
の

授
業
を
通
じ
て
、
学
生
は
知
識
や
ス
キ
ル

に
加
え
、
社
会
で
必
要
と
な
る
協
働
性
や

社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

　

３
年
次
前
期
に
は
、「
知
能
情
報
学
実

験
及
び
演
習
」
を
履
修
。
同
科
目
は
プ
レ

ゼ
ミ
と
呼
ば
れ
、
学
生
は
研
究
室
を
３
つ

選
び
、
各
研
究
室
の
授
業
を
５
週
ず
つ
受

け
、
後
期
か
ら
所
属
す
る
研
究
室
を
検
討

す
る
。

　
「
２
年
次
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
コ
ー
ス
の
科
目
を
中
心
に
学
ん

で
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
数

学
の
授
業
に
熱
中
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ミ

で
、
情
報
や
機
械
を
扱
う
よ
り
も
、
改
め

て
人
間
に
興
味
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

音
声
科
学
が
専
門
の
北
村
達
也
教
授
の
研

究
室
に
入
り
ま
し
た
」（
木
下
さ
ん
）

　

北
村
研
究
室
で
は
、
３
年
次
後
期
に
研

究
室
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
小
学
生
向
け
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
た
。

　
「
ど
の
よ
う
な
教
材
を
使
っ
て
ど
の
よ

う
に
教
え
る
の
か
、
一
か
ら
考
え
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
の
は
想
像
以

上
に
難
し
く
、
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き

な
い
の
は
、
自
分
の
理
解
不
足
が
原
因
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
」（
木
下
さ
ん
）

　　　　

家
根
さ
ん
は
３
年
次
後
期
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
専
門
の
灘な

だ

本も
と

明

代
教
授
の
研
究
室
に
入
り
、「
漫
才
ロ
ボ
ッ

ト
」
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
４
年
次
に
私
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

が
ん
患
者
の
方
に
『
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
』
を

見
て
い
た
だ
き
、
精
神
的
・
身
体
的
な
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
な
い
か
と
い
う

実
証
研
究
で
す
。
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
回

数
や
持
続
時
間
、
心
拍
数
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま

し
た
。
目
標
を
明
確
に
し
、
期
限
を
決
め

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
学
会
で
研
究
内

容
を
発
表
で
き
ま
し
た
」（
家
根
さ
ん
）

　
「
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
研
究
は
、
大
学

の
正
課
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ

ト
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
も
あ
る
た
め
、

研
究
室
に
所
属
し
て
い
な
い
１
年
生
で
も

参
加
が
可
能
だ
。

　
「
研
究
室
で
学
ん
で
い
る
ウ
ェ
ブ
以
外

の
知
識
も
先
輩
や
仲
間
か
ら
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
」

（
家
根
さ
ん
）

　

知
能
情
報
学
部
の
特
徴
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
な
教
育
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
１
年
次
は
「
基
礎
演
習
」
と
い
う
８
人

程
度
で
大
学
の
学
び
の
基
礎
を
習
得
す
る
科

目
が
あ
り
、
２
年
次
に
は
学
生
が
協
力
し
て

１
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
が
あ
る
な
ど
、
教
師
と
学
生
、
学

生
同
士
が
相
互
に
刺
激
し
合
う
、
密
度
の
高

い
学
び
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
何
年
生
で
も

参
加
で
き
る
正
課
外
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
プ
レ

ミ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
家
根
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
展
示
会
に
「
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
出

品
す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け

る
機
会
も
多
く
、
表
現
力
な
ど
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

取
り
組
み
が
、
１
０
０
％
と
い
う
高
い
就
職

率
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
（
＊
２
）。

　

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
、
最
新
の
研
究
動

向
に
合
わ
せ
、
現
在
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
、

６
つ
の
コ
ー
ス
へ
と
再
編
予
定
で
す
。
学
生

の
関
心
の
高
い
Ａ
Ｉ
や
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
が
学

べ
る
領
域
を
強
化
し
、
よ
り
幅
広
く
情
報
技

術
を
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

＊1  同学部のコース制では、複数のコースの科目を自由に履修することができる。  ＊２ 2018 年度実績。

Ｉ
Ｔ
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
人
材
を
育
成

大

の

い

学

思
知
能
情
報
学
部

知
能
情
報
学
科
教
授

北
村
達
也

き
た
む
ら
・
た
つ
や

少
人
数
で
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、

社
会
で
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る

１
年
生
が
参
加
可
能
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
も
あ
る
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